
※
１

害
虫
退
散
を
祈
っ
た

※
２

湯
沢
市
指
定
文
化
財

※
３

小
正
月
に
行
わ
れ
る
年
中
行
事

○

近
ご
ろ
博
奕
、
出
火
、
賊
難
な
ど
の
色
々
な
風
評
が

あ
る
の
で
、
目
安
箱
を
置
き
、
各
町
を
廻
る
よ
う
、
御

代
と
大
和
の
二
人
に
仰
せ
渡
さ
れ
た
。

（
安
永
四
年
四
月
）

○

今
年
豊
作
で
あ
っ
た
の
で
、
来
月
朔
日
の
作
祭
り
に

相
撲
興
行
を
し
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
。

（
明
和
三
年
七
月
）

○

浄
土
寺
に
於
い
て
、
曼
荼
羅
（
※
２
）
を
寄
進
さ
れ

た
の
で
供
養
を
行
い
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
。

（
明
和
五
年
五
月
）

○

山
田
村
の
最
禅
寺
の
僧
が
能
州
永
平
寺
の
輪
番
を
無

事
勤
め
終
え
、
本
日
湯
沢
へ
到
着
し
た
の
で
、
殿
様
に

お
目
見
え
し
た
。（
明
和
七
年
九
月
）

○

近
年
、
鳥
追
行
事
（
※
３
）
の
際
に
夜
更
け
ま
で
若

者
た
ち
が
騒
が
し
く
し
、
町
内
の
門
戸
や
窓
を
壊
し
た

り
つ
ぶ
て
を
投
げ
た
り
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
言
い
渡
さ
れ
た
。（
安
永
元
年
正
月
）

○

例
年
の
と
お
り
、
稲
取
仕
舞
い
の
前
に
稲
穂
拾
い
や
、

ど
じ
ょ
う
捕
り
を
し
な
い
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。

（
宝
暦
十
三
年
十
月
）

○

例
年
の
と
お
り
、
神
明
社
に
於
い
て
虫
祭
り
（
※
１
）

を
行
い
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
。

（
宝
暦
十
三
年
六
月
）

「
佐
竹
南
家
御
日
記
」
は
、
湯
沢
の
所
預
で
あ
っ
た
佐
竹

南
家
の
御
用
座
に
お
い
て
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
か
ら

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
ま
で
書
き
継
が
れ
た
公
用
日
記

で
す
。
地
方
武
士
の
暮
ら
し
や
農
業
、
商
業
、
交
通
、
宗

教
、
気
象
な
ど
が
詳
細
に
記
さ
れ
、
当
時
の
社
会
事
情
を

知
る
貴
重
な
近
世
史
料
で
す
。

本
書
は
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
か
ら
安
永
四
年

（
一
七
七
五
）
ま
で
の
十
三
年
分
を
収
録
し
ま
し
た
。

○

昨
日
午
後
七
時
頃
、
田
町
で
四
十
六
件
が
焼
失
す
る

火
災
が
あ
り
、
若
殿
様
も
火
事
場
に
出
ら
れ
る
。

（
宝
暦
十
三
年
三
月
）

○

十
五
人
の
組
下
が
困
窮
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
米
十

五
俵
と
一
斗
五
升
四
合
の
拝
借
が
認
め
ら
れ
た
。

（
明
和
三
年
七
月
）


